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提言の趣旨 

 学術刊行物は読み捨てられる雑誌ではない。小さな出版機関の刊行物であっても学術的

価値を伝達する学術刊行物は、いつでも、誰でも、安価に、迅速に検索でき、原文が入手

できるものでなくては出版する意味がない。看護学、医学分野の図書館員として、日々、

利用者の文献ニーズに応じている筆者らは、学術雑誌の発行者が、学術雑誌としての形式

上当然に採用すべき出版・編集技術上の事柄に案外に無関心であることに気づかされる。

本報告は、貴重な学術情報源でありながら、テクニカルな問題で価値を下げている雑誌が

少なくないことに出版人各位がお気づきになり、学術雑誌として改善すべき点を認識して

くださることを願って、趣旨に賛同した図書館人有志の協力によりまとめられた改善提言

集である。 
 
対象として例示した学術刊行物 

 本報告の対象は、筆者らの図書館の半数以上が共通して受け入れている定期刊行物であ

り、多くの図書館が所蔵しているメジャーな雑誌、紀要である。 
 
評価基準 

 評価の基準は「利用者の便宜」である。その雑誌、記事を特定し、検索し、入手するた

めに必要となる情報が容易に得られるかどうか、本文の入手・閲覧・引用が簡単か難しい

か、学術雑誌として重要な事項を 10 の項目に分け、その難易度を評価項目ごとに「いた

って容易」から「著しく困難」までの５段階にわけて判定した。10 の項目とは、誌名の

明確性、ISSN の明確性、検索の容易さ、遡及利用の容易さ、入手の容易さ、出版スケジ

ュールの明確性、別冊構成の明確性、論文構成の標準化、ページレイアウト上の配慮の有

無、編集・発行方針の明確さである。 

 

評価の結果 

 各誌について最近号を直接検証し、必要があれば最近１年分について検証した。筆者ら

の評価点の平均値を項目ごとに示した。その結果は当該雑誌・紀要を評価しているのでは

なく、技術的改善点の所在を示している。 
 
 


